
新エネルギー新聞 2017年（平成29年）5月15日第78号 隔週 月曜日発行 8

小
水
力
・
連
載

農
民
作
家
・
遠
山
あ
き
が

　
　
　
伝
え
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人 

ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑧回

▼
農
民
作
家
・
遠
山
あ
き

千
葉
県
市
原
市
や
大
多
喜

町
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
小

説
や
随
筆
を
多
数
著
述
し
た

農
民
作
家
、
遠
山
あ
き
（
１

９
１
７
～
２
０
１
５
年
、
没

年
98
歳
）
は
、
多
角
的
で
奥

行
の
あ
る
視
点
を
持
つ
女
流

作
家
で
あ
る
。

遠
山
氏
は
、
筆
者
が
現

在
、
活
動
の
場
と
し
て
い
る

千
葉
県
大
多
喜
町
の
老
川
小

学
校
（
現
在
は
廃
校
）
の
グ

ラ
ン
ド
下
手
の
職
員
住
宅

で
、
誕
生
し
た
。
父
上
は
、

山
口
内
蔵
助
氏
で
、
老
川
小

学
校
の
訓
導
（
当
時
の
教

諭
、
の
ち
に
は
校
長
）
で
あ

っ
た
。
遠
山
氏
は
、
千
葉
女

子
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
同

僚
教
師
と
結
婚
、
30
歳
で
退

職
、
農
家
の
切
り
盛
り
と
文

筆
活
動
を
両
立
し
た
。
１
９

７
６
年
の
『
旅
立
ち
の
朝
』

で
千
葉
文
学
賞
受
賞
を
皮
切

り
に
、
多
く
の
文
学
賞
や
功

績
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
、
生
前
10
年
ほ
ど

前
の
２
０
０
６
年
、
大
学
院

の
修
士
論
文
を
纏
め
る
学
生

と
と
も
に
、
加
茂
公
民
館
で

貴
重
な
歴
史
背
景
を
遠
山
氏

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
が
あ
る
。

精
細
な
姿
勢
で
地
元
を
眺

め
、
正
確
な
筆
致
の
氏
の
文

体
は
、
私
た
ち
に
地
域
で
生

き
る
こ
と
へ
多
く
の
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
る
。
筆
者
が

本
コ
ラ
ム
で
同
氏
を
紹
介
す

る
の
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
の
先
見
的
な
視
点

や
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
大
き
な
素
材
に
養

老
川
と
そ
の
流
れ
が
あ
る
。

わ
い
の
絶
頂
で
あ
っ
た
。
実

は
老
川
は
、
養
老
川
の
最
も

上
流
の
基
地
で
あ
っ
た
。

遠
山
氏
は
養
老
川
に
沿
う

道
を
、
父
と
歩
い
た
時
の
思

い
出
を
記
述
し
て
い
る
。

父
「
こ
の
下
に
発
電
所
が
あ

る
ん
だ
」

あ
き
「
こ
ん
な
所
に
？
」

父
「
そ
う
だ
、
水
力
発
電
を

し
て
い
る
」

そ
れ
は
、
養
老
川
粟
又
の

滝
の
下
流
２
０
０
㍍
、
老
川

面
白
と
い
う
と
こ
ろ
の
谷
川

に
あ
っ
た
。
大
正
12
年
（
１

９
２
３
年
）
４
月
が
起
工

で
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６

年
）
10
月
に
竣
工
し
た
。
工

事
費
は
、
35
万
円
と
の
記
述

が
あ
る
。
出
力
は
１
４
０
㌗

で
、
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
が
２

台
、発
電
機
１
台
で
あ
っ
た
。

遠
山
氏
が
父
と
こ
の
発
電

所
を
見
た
の
は
昭
和
３
年

（
１
９
２
８
年
）
ご
ろ
で
あ

り
、「
関
東
配
電
老
川
発
電

所
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ

の
発
電
所
は
、
白
ペ
ン
キ
塗

り
の
洋
風
の
平
屋
の
建
物

で
、
当
時
は
モ
ダ
ン
で
あ
っ

た
。
そ
の
配
電
区
域
は
、
大

多
喜
町
と
隣
市
の
市
原
の
一

部
ま
で
で
あ
っ
た
。

遠
山
氏
は
、「
大
正
の
末

期
、
科
学
文
化
の
波
は
、
こ

の
山
深
い
養
老
川
上
流
に
も

文
明
の
光
を
灯
し
た
の
で
あ

の
回
転
軸
を
設
け
、
こ
れ
ら

両
軸
を
、
水
箱
を
つ
け
た
チ

ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
、
水
箱

が
連
続
し
て
上
に
移
動
し
20

㍍
の
高
い
位
置
ま
で
揚
水
す

る
仕
掛
け
で
あ
る
。
こ
の
水

箱
の
連
続
し
た
チ
ェ
ー
ン

は
、
シ
ラ
ベ
車
と
い
わ
れ
、

環
連
車
と
表
記
さ
れ
る
。

水
箱
の
数
は
、
93
個
あ

り
、
１
分
間
に
１
回
、
回
転

す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
１
分
間

に
10
石
（
２
０
０
０
㍑
）
の

水
を
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

明
治
14
年
（
１
８
８
１

年
）
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回

内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
、
第

１
号
押
日
村
の
揚
水
機
の
設

計
図
と
と
も
に
、
シ
ラ
ベ
車

第
２
号
の
模
型
（
10
分
の
１
）

が
出
品
さ
れ
、
多
く
の
人
に

注
目
を
浴
び
た
の
で
あ
っ
た
。

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
重
要
性
に
着
目

遠
山
氏
は
、
こ
の
揚
水
機

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
現
在
は
か
ろ
う
じ
て
そ

の
水
路
の
形
跡
が
残
る
の
み

で
あ
る
が
、
水
流
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
す
る
研
究
工
夫

を
し
た
先
人
の
知
恵
に
、
た

だ
驚
き
の
目
を
み
は
る
ば
か

り
で
あ
る
」

「
そ
ん
な
多
量
の
水
を
揚
げ

る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

っ
た
。
こ
の
発
電
所
は
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
大
正
か
ら
昭

和
へ
、
戦
争
の
さ
中
に
も
発

電
を
続
け
、
や
が
て
火
力
発

電
等
が
活
動
す
る
時
代
と
な

っ
て
、
昭
和
35
年
（
１
９
６

０
年
）
に
、
約
40
年
に
近
い

使
命
を
終
わ
っ
た
の
で
あ

る
」
と
記
し
て
い
る
。

「
そ
の
後
こ
の
施
設
は
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た

が
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８

年
）
に
〈
大
多
喜
町
町
営
水

道
〉
と
し
て
蘇
っ
た
」

こ
の
水
力
発
電
所
は
、
２

０
１
４
年
に
小
水
力
発
電
所

と
し
て
「
面
白
峡
発
電
所
」

（
出
力
１
３
０
㌗
）
と
し
て

リ
プ
レ
イ
ス
さ
れ
た
＊
１

。

▼
養
老
川
藤
原
式

　
揚
水
機
＊
２

養
老
川
の
中
流
部
に
市
原

市
池
和
田
と
い
う
地
区
が
あ

り
、
そ
こ
に
は
藤
原
式
揚
水

機
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
盛

時
は
８
基
の
揚
水
機
が
稼
働

し
て
い
た
。

藤
原
式
揚
水

機
の
発
明
者
の

藤
原
次
郎
吉

は
、
１
８
４
１

年
に
泉
州
（
大

阪
府
泉
佐
野

市
）
の
生
ま
れ

で
、
明
治
10
年

（

１

８

７

７

年
）
の
東
京
・

上
野
で
の
内
国

勧
業
博
覧
会
で
米
搗
き
機
を

出
品
し
て
受
賞
し
た
。
こ
れ

を
知
っ
た
現
在
の
千
葉
県
い

す
み
市
押
日
の
人
々
が
、
次

郎
吉
の
技
術
を
見
込
ん
で
、

夷
隅
川
の
下
流
に
灌
漑
用
水

車
を
設
置
す
る
こ
と
を
計
画

し
た
。
元
々
が
水
車
大
工
で

あ
っ
た
次
郎
吉
は
、
工
夫
に

工
夫
を
重
ね
て
、
つ
い
に
藤

原
式
揚
水
機
を
考
案
し
、
そ

の
第
１
号
機
を
完
成
さ
せ

た
。
そ
れ
は
、
水
流
で
動
く

動
力
水
車
と
、
そ
の
動
力
で

回
転
す
る
水
箱
を
つ
け
た
揚

水
車
が
同
一
の
軸
で
回
り
、

揚
水
す
る
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。

次
い
で
、
明
治
13
年
（
１

８
８
０
年
）
に
、
市
原
市
鶴

舞
の
小
松
本
七
郎
平
が
次
郎

吉
を
招
き
、
養
老
川
水
系
の

田
尾
川
の
池
和
田
に
藤
原
式

揚
水
機
を
造
る
こ
と
に
し
た
。

第
１
号
機
に
改
良
を
加

え
、
第
２
号
機
を
完
成
さ
せ

た
。
第
２
号
機
で
は
、
水
車

の
回
転
軸
の
ほ
か
に
、
そ
れ

よ
り
高
い
位
置
に
も
う
一
つ

第2回内国勧業博覧会で展示された設計図

4月20日に行われた、小水力発電施設通電式（提供：岐阜県）
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▶
遠
山
あ
き
氏
の
地
域
作
品

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
台
本
）

流
水
の
力
な
の
で
あ
っ
た
。
自

然
の
持
つ
力
を
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

は
、
地
球
を
汚
染
す
る
有
害

物
質
を
生
む
の
で
あ
る
が
、

流
水
と
い
う
自
然
の
生
む
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
水
の
流
れ
て

い
る
限
り
無
限
に
続
く
天
然

の
力
な
の
で
す
」

遠
山
あ
き
氏
は
、
ま
た
小

湊
鉄
道
の
役
割
の
重
要
性
を

指
摘
し
て
い
る
。
地
方
創
生

が
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
で
あ

る
が
、
地
域
復
権
の
た
め

に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

と
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
重
要
性

は
、
遠
山
氏
の
作
品
の
随
所

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る

視
点
で
あ
る
。

な
お
、
千
葉
県
で
開
発
さ

れ
た
藤
原
式
揚
水
機
は
、
熊

本
県
な
ど
に
も
波
及
し
利
用

さ
れ
た
。

【
追
記
】

地
域
を
題
材
に
し
た
作
品

＊1：この話題は、本紙連続コラム「エネルギーの源」第2話で紹介した
＊2：『養老川雑記』（風のうた・Ⅱ）（1992年初版、崙書房発行）

や
、
地
域
中
心
の
活

動
な
ど
の
芸
術
表
現

が
一
堂
に
会
し
た

「
い
ち
は
ら
ア
ー
ト
×

ミ
ッ
ク
ス
」（
２
０
１

７
年
４
月
８
日
～
５

月
14
日
）
に
お
い
て

「
遠
山
あ
き
」
展
が
開

催
さ
れ
た
。
会
場
は

旧
・
白
鳥
小
学
校

（
市
原
市
大
久
保
）。

同
展
は
、
地
域
の
里

山
で
活
動
し
た
人
物

と
し
て
、
そ
し
て
ロ

ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
る

小
湊
鐡
道
の
創
立
１

０
０
周
年
を
記
念
し

て
開
催
さ
れ
た
。
彼

女
の
想
い
は
、
地
域

の
人
々
に
よ
っ
て
引

き
継
が
れ
て
ゆ
く
。

岐
阜
県
揖
斐
川
町
で
２
カ
所
の
小
水
力
発
電
所
が
運
開

県
と
町
の
み
で
費
用
負
担
、
公
共
施
設
で
売
電
利
益
活
用
も

４
月
、
岐
阜
県
西
部
に
位

置
し
て
福
井
県
と
滋
賀
県
と

県
境
を
持
つ
揖
斐
川
町
（
富

田
和
弘
町
長
）
で
、
農
業
用

水
路
を
利
用
す
る
２
カ
所
の

小
水
力
発
電
所
が
運
開
し
、

発
電
を
開
始
し
た
。
発
電
さ

れ
た
電
力
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
売
電

さ
れ
る
。

揖
斐
川
町
小
津
地
区
に
設

25
㌫
を
町
が
負
担
し
た
。
国

の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
事

業
だ
。
事
業
主
体
は
県
で
、

運
営
主
体
お
よ
び
発
電
施
設

の
所
有
者
は
町
と
な
っ
て
い

る
。揖

斐
川
や
長
良
川
の
流
域

に
位
置
す
る
岐
阜
県
は
元
々

水
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
豊
富
な
賦
存
量
を
背
景

業
用
水
を
利
用
し
て
発
電
・

売
電
し
た
際
の
収
入
充
当
先

は
、
発
電
施
設
の
運
営
経
費

と
維
持
管
理
費
、
そ
し
て
発

電
事
業
者
が
管
理
す
る
施
設

の
維
持
管
理
費
な
ど
、
発
電

事
業
や
農
業
に
直
接
関
連
す

る
施
設
に
限
ら
れ
て
い
る
。

本
事
業
で
は
そ
れ
ら
に
加

え
て
、
地
域
の
公
民
館
や
集

会
所
の
電
気
代
な
ど
で
も
利

用
す
る
。
営
農
に
直
接
に
は

関
知
し
な
い
施
設
や
取
組
に

売
電
益
を
あ
て
が
う
こ
と
で
、

ひ
い
て
は
農
村
振
興
に
繋
げ
、

６
次
産
業
化
（
１
次
産
業
で

あ
る
農
業
だ
け
で
な
く
、
２

次
産
業
で
あ
る
食
品
加
工
、

３
次
産
業
で
あ
る
流
通
・
販

売
に
も
取
り
組
み
農
業
を
多

角
経
営
化
す
る
こ
と
）
に
も

貢
献
す
る
と
し
て
い
る
。

る
。
年
間
に
発

電
可
能
な
発
電

量
は
、
一
般
世

帯
の
約
２
０
０

戸
分
に
相
当
す

る
７
１
６
㍋
㍗

時
と
さ
れ
て
い

る
。事

業
費
は
そ

れ
ぞ
れ
４
億
０

９
０
０
万
円
と

２
億
９
３
０
０

万
円
で
、
そ
の

75
㌫
を
県
が
、

業
用
水
路
か
ら
の
発

電
用
の
導
水
量
は
既

設
の
水
路
の
流
下
可

能
量
ま
で
に
制
限
さ

れ
る
。
地
元
自
治
体

独
自
の
事
業
と
す
る

こ
と
で
こ
の
制
限
を

な
く
し
、
取
水
能
力

を
最
大
限
活
用
。
加

圧
水
の
管
路
な
ど
も

新
た
に
整
備
し
て
農

業
用
水
以
外
の
水
も

有
効
活
用
す
る
こ
と

で
導
水
量
を
増
加
さ

せ
、
事
業
性
を
ア
ッ

プ
さ
せ
た
。

県
の
単
独
事
業
と

す
る
こ
と
で
小
水
力

発
電
事
業
の
売
電
益

の
充
当
先
に
自
由
度

が
増
す
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
も
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ま
で

の
国
の
指
針
で
は
農

年
度
よ
り
）
を
実

施
し
て
小
水
力
発

電
設
備
の
設
置
推

進
を
図
っ
て
い

る
。
事
業
連
合
体

で
あ
る
岐
阜
県
農

業
用
水
利
活
用
小

水
力
発
電
推
進
協

議
会
に
は
、
現
在

66
も
の
市
町
村
や

土
地
改
良
区
な
ど

が
加
盟
し
て
い
る
。

国
庫
補
助
の
事

業
と
す
る
と
、
農

下
辻
南
清
流
発
電
所
／
諸
家
清
流
発
電
所

置
さ
れ
た
の
は
「
下
し
も
つ
じ
み
な
み

辻

南

清
流
発
電
所
」。
フ
ラ
ン
シ

ス
水
車
を
採
用
し
て
お
り
、

34
・
７
㍍
の
河
川
の
有
効
落

差
を
利
用
し
て
最
大
64
㌗
の

出
力
を
発
揮
す
る
。
年
間
に

発
電
可
能
な
発
電
量
は
３
３

５
㍋
㍗
時
と
さ
れ
て
お
り
、

一
般
世
帯
の
約
90
戸
分
の
電

力
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
１
カ
所
、
同
町
坂
内

地
区
に
設
置
さ
れ
た
の
が

「
諸も
ろ
か家
清
流
発
電
所
」。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
が
容
易
な
ク
ロ
ス

フ
ロ
ー
水
車
を
採
用
し
て
お

り
、
55
・
20
㍍
の
河
川
の
有

効
落
差
を
利
用
し
て
最
大
１

９
０
㌗
の
出
力
を
発
揮
す

に
、
県
は
「
小
水
力
発
電
施

設
整
備
事
業
」（
平
成
24
年

度
よ
り
）
や
「
小
水
力
発
電

活
用
支
援
事
業
」（
平
成
26

▼
養
老
川
水
力

　
発
電
所

養
老
川
は
大
多

喜
町
が
源
流
と
な

っ
て
お
り
、
千
葉

県
の
市
原
市
に
河

口
を
持
ち
、
市
原

市
を
縦
断
し
て
い

る
。今

か
ら
50
年
以

上
前
は
、
木
炭
を

運
ぶ
た
め
の
水
運

が
盛
ん
で
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
の
積

み
出
し
基
地
は
賑


